平成27年度　第2大島恵の園　事業報告書
1．施設運営・支援状況報告 
（1） 施設運営
　法人理念「自分を愛するようにあなたの隣人を愛せよ」に基づき事業を行った。
職員体勢については、新規採用が4人、施設長を含む他事業所からの転入者が4人という布陣で望んだが、新人男性職員1人が7月末、女性常勤職員1人が1月末で自己都合により退職した。年度末の退職は女性職員3人（うち1人は栄養士）であったが、理由はいずれも自己都合であった。職員の安定確保は、大島両園の継続課題であるが、職員の指導育成の中で如何に法人理念の浸透を図っていくかということが課題であるように感じられた。職員の不足については、常時募集を行ったが、利用者支援職員の補充は出来なかった。
　利用者権利擁護の取り組みについては、改めて「虐待防止法」について学ぶとともに、4月から施行予定の「差別解消法」の研修を施設長が行った。3月に行われた東京都監査においても「虐待防止」の取り組みを重視しているとのことであり、引き続き職員教育に尽力したい。
法人第4期中期計画（初年度）については、施設経営目標を達成すべく現場職員が主体的に関わり、各々の役割や課題、目標を明確にしながら進捗管理を進めた。また、何らかの事情により、生き難さを抱えた方々の支援は社会福祉法人の責務であり、広く地域福祉に貢献していくことが必要だが、本年度は大きな実績を残せなかった。大島地区の福祉ニーズを再検証し、新年度に臨みたい。なお、新年度は成年後見の身上監護チームを新たに設置することが決まっている。
前年度に行っていたブログやツィッター等の「SNS」やユーチューブを利用した情報発信は、取り扱い事業者との契約を年度途中で解除したため、新たなホームページの作成に取り掛かったが年度内の完成は出来なかった。課題であった家族会メーリングリストの構築は完了したが、新しいホームページの活用により、より濃密な家族との情報交換を図るとともに、福祉関連情報や法人・事業所の情報を伝えていきたい。
設備面については一昨年度で建物等の大規模改修は完了したが、厨房用調理器具や業務用大型衣類乾燥機等の経年に伴う設備の入れ替えは今後も続くことが想定されている。本年度使用不能により撤去した特殊浴槽についても、新年度で購入を検討したい。
利用者自立支援については、引き続き喫茶太平洋や近隣商店の協力の下に進めたが、新たな進展は無かった。新規グループホーム開設についても候補地の打診はあったが、条件面で開設を見送っている。
　
（2）支援状況

　83人の現員でスタートした4月であったが、男性利用者1人がご親族の希望により4/30に都内の事業所に転出され、翌5/1に肺炎のため入院加療中であった男性利用者1人が島内の医療センターで逝去された。また体調不良により都内の病院に入院していた女性利用者1人が、ご親族の希望により他県の医療系事業所に転出された。新規入所は、短期入所を継続されていた女性1人が本入所となった他、柘植寮を利用されていた男性利用者1人が認知症の進行により本園へ入所扱いとなった。平成27年度末は定員の82人となっている。
利用者支援グループ体制については、引き続き障害支援程度に応じた男女混合の5グループによる濃密な支援体制を継続したほか、男女別の3つのフロアー制で広い視点からの支援を追及した。
施設入所支援については、利用者の潤いとゆとりある生活を目指したが、居室の生活環境や調度品のしつらえについては、ご親族から度々ご要望をいただくなど、改善点が多数明らかになっている。日中生活介護においても、創作的活動等が何とか出来ている状況で、すべての利用者が生き生きと活動している状況とは言えず、職員配置や業務マニュアル見直しによる再構築が必要な状況にある。
一方で、利用者の平均年齢は本年度で49歳となり、高齢虚弱化の様相は益々色濃くなっている。トランス用の簡易リフトは導入済みだが、入浴時における特殊浴槽の導入は今後必須になると考えている。
利用者旅行については、21回42人の利用者（隔年で実施）が希望により、島内島外の旅行を思い思いに実施している。中には、大阪、京都、盛岡といった遠方に出かける方もおり、楽しみな活動となっている。
（3）サービス評価と苦情解決

福祉サービス第三者評価については、利用者聞き取り調査、保護者アンケート、職員アンケート、経営層合議を経て、標準項目を全て満たしているとの評価を得た。特に評価された点は、①「施設の第三者委員が利用者の意向を施設に伝え、施設はそのことを受け止め、サービス改善につなげる努力をしている」②「利用者ニーズにあった多彩な日中活動を展開している」③「余暇活動の充実を図り、利用者の能力向上につなげている」であった。

さらなる改善が望まれる点は、①「食事の開始時間についてさらに検討されたい」②「地域生活移行への努力を継続されたい」③「朝･夕礼時の引継ぎが多岐にわたり、長時間を要しているため、改善に向けた検討が望まれる」が挙げられた。
利用者・親族等からの相談苦情申し立てに対する対応と両園合わせて7人（1園3人･2園4人）の第三者委員の取り組みについては、毎月利用者の直接聞き取り相談日を設け、事業所として利用者の要望を聴取し、必要に応じて苦情解決規程に従って対応した。また年間で3回の合同委員会を開催し、期間中の相談案件の共通理解と改善に向けた話し合いの機会とした。
苦情解決責任者　　施設長　　岡部智彦

苦情受付担当者　　課　長　　福田信行
（4）情報開示
　施設広報誌「潮の音」を季刊で発行し、法人と事業所の情報を家族や施設関係者に配布した。家族向けには別途施設長通信「HOPE便り」を月1回発行し、利用者の詳細な近況報告に努めた。年度当初まで行っていた｢ウェブサイト｣「ブログサイト」「SNS」｢ユーチューブ｣については、取引業者の問題により、法人の承認を得て契約解除を行った。このような経緯から大島両園では、年度末現在で新規に施設ホームページ開設の準備を進めており、近日中に公開予定である。ホームページでは、大島両園の情報だけでなく、広く地域福祉の啓発に寄与できるよう発信内容を検討している。これまで懸案となっていた｢家族会メーリングリスト｣については、取引業者の問題で一時中断していたが、家族会の協力により再構築を完了している。
（5）予算執行状況
　年度途中で利用者3人（1人は療養の末に医療センターで逝去、2人が本人と家族の希望により本土の事業所に転出）が退所、後に2人の新規入所があり定員82人は充足したが、長期入院の利用者が1人いたため利用料収入は前年度比で減少した。人件費については、契約職員増により前年度比増となった。大型修繕は前年度でほぼ終了したため高額支出は無かったものの、厨房機器や大型衣類乾燥機に不具合が発生し、急遽入れ替えを実施した。法人による施設建て替えのための繰り入れと積み立てを本年度も実施したが今後も継続したい。消防・防災点検により、警報盤等に不具合が指摘されているため、至急改善を図りたい。最終的な収支差額は前年度比増となった。
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職員定数(常勤換算)　43.7人(H27年度事業計画)
正職員離職率(B／A)　14.7％
3．利用者状況について(平成28年3月31日現在)
（1）利用者　現員82人(定員82人)
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（4）支援区分　（人）　平均5.4
	
	障害支援区分

	
	6
	5
	4
	3
	2
	1
	計

	男
	29
	15
	8
	0
	0
	0
	52

	女
	15
	12
	3
	0
	0
	0
	30

	計
	44
	27
	11
	0
	0
	0
	82


（5）中期･緊急一時保護等の利用状況
	
	中期保護事業(江東区)
	東京都緊急一時保護
	計

	男
	1　(84日)
	4　(760日)
	5　(844日)

	女
	1　(135日)
	1　(91日)
	2　(226日)

	計
	2　(219日)
	5　(851日)
	7　(1070日)

	利用延べ日数
	219日
	851日
	1070日


4．会議報告　　　　
（1）法人関係
	
	会議名
	回数
	開催日
	参加者

	
	施設長会議
	6
	4/15　6/17　8/19　10/14　12/16　2/17
	施設長

	
	事務会議
	1
	4/15
	施設長･事務員

	
	後援会役員会
	1
	5/12
	施設長

	
	地区会議
	1
	5/20
	施設長


（2）施設関係
	
	会議名
	回数
	開催日
	参加者

	
	支援職員会議
	12
	4/30　5/25　6/29　7/24　8/31　9/28
10/30　11/30　12/24　1/27　2/22　3/18
	全員

	
	両園合同役職会議
	12
	4/6　4/13　5/11　6/8　7/6　9/14　10/13
11/9　12/14　1/12　2/8　3/14
	施設長･役職者

	
	柘植寮･地域支援会議
	9
	4/14　5/19　6/23　7/21　8/25　9/15　
10/20　11/17　12/22
	施設長･役職者
世話人

	
	グループ会議
	55
	4/9　4/10　4/13　4/14　4/19　5/6　5/7　
5/11　5/15　5/20　6/3　6/9　6/12　6/13
6/18　6/30　7/3　7/7　7/11　7/12　7/15
8/6　8/7　8/14　8/20　8/27　9/3　9/4
9/11　9/13　10/4　10/13　10/18　10/22
10/25　11/6　11/13　11/19　11/20　
11/26　12/3　12/4　12/6　12/17　12/22
1/7　1/9　1/18　1/21　1/22　2/4　2/6
2/18　2/19　2/21
	主任･職員

	
	リーダー会議
	10
	4/21　5/13　6/23　9/10　10/20　11/21
12/10　1/26　2/10　3/7
	リーダー

	
	給食会議
	12
	4/24　5/13　6/11　7/9　8/13　9/10　
10/13　11/12　12/3　1/14　2/4　3/10
	施設長･課長
栄養士･厨房

	
	フロアー会議
	36
	4/24　4/27　5/8　5/12　5/14　6/10
6/15　6/19　7/17　7/18　7/19　7/20
8/12　8/13　8/19　8/26　9/8　9/9　9/23
10/14　10/21　10/23　11/18　11/23
11/29　12/9　12/21　1/13　1/20　1/28
2/9　2/15　2/17　3/10　3/14　3/16
	主任･職員

	
	リスクマネジメント委員会
	8
	5/2　6/28　7/17　9/12　10/15　11/14
1/30　2/16
	主任･職員

	
	アクティビティー会議
	1
	5/20
	主任･職員

	
	AV/IT会議
	7
	5/21　7/1　8/10　9/30　11/2　12/8
2/11
	主任･職員

	ひふく
	日用品・被服・寝具会議
	6
	5/22　6/1　7/13　9/5　11/16　1/25
	主任･職員

	
	第三者委員会合同会議
	3
	5/23　10/2　2/13
	施設長･課長

	
	環境美化会議
	6
	6/3　7/3　9/2　10/19　11/4　2/3
	主任･職員

	
	日中活動会議
	9
	6/20　7/16　9/14　10/19　11/17　12/7
1/15　2/8　3/4
	主任･職員

	
	衛生委員会
	13
	4/17　5/22　6/26　7/10　8/7　9/4　10/2
11/27　12/11　1/15　1/29　2/17　3/11
	施設長･課長


（3）社会福祉協議会

	
	会議名
	回数
	開催日
	参加者

	
	めぐみ祭り実行委員会
	7
	4/6　4/13　4/22　5/1　5/11　5/19　5/26
	施設長･職員

	
	福祉祭り実行委員会
	1
	6/16
	施設長･職員

	
	東社協総会
	2
	5/20　1/27
	施設長

	
	みんなのレク実行委員会
	2
	5/21　6/23
	職員

	
	ふれあい祭り打ち合わせ
	1
	9/6
	職員


（4）その他
	会議名
	回数
	開催日
	参加者

	家族会役員会
	11
	4/4　5/17　6/7　7/18　9/6　10/11　11/8　12/13　1/10　2/7　3/6
	施設長

	家族会総会
	1
	4/19
	施設長･課長

	家族会新年会
	1
	1/17
	施設長･課長
職員


5．研修報告                
（1）施設内
	研修名
	回数
	開催日
	参加者

	恵の園両園新任職員研修
	1
	4/1～4/3
	新任職員

	精神科研修
	12
	4/22　5/27　6/17　7/22　8/26　9/30
10/28　11/18　12/16　1/20　2/17　3/23
	全員

	新任救急救命講習
	1
	5/18
	新任職員

	クレーム対応研修
	1
	6/6
	職員

	新任歯科研修
	1
	6/8
	新任職員

	考課者研修（リーダー）
	1
	7/22
	職員

	皮膚科研修
	1
	7/23
	全員

	接遇マナー研修
	4
	10/20　10/27　11/27　1/12
	職員

	新任フォローアップ研修
	1
	10/15
	新任職員

	消防総合訓練
	1
	11/21
	職員

	実践事例報告会
	1
	12/5
	全員

	虐待防止研修
	1
	3/7
	全員

	差別解消法研修
	1
	3/7
	全員

	介護研修
	2
	3/10　3/11
	全員

	理念研修
	3
	5月　10月　2月
	全員


（2）法人研修
	研修名
	回数
	開催日
	参加者

	武蔵野会セミナー
	1
	11/3
	全員

	栄養士研修
	1
	12/10
	栄養士

	新任大島研修
	1
	3/23-25
	新任職員

	施設長研修
	5
	6/17　8/19　10/14　12/16　2/17
	施設長

	虐待防止研修
	2
	6/30　1/29
	主任

	接遇マナー研修
	1
	7/29
	職員

	セクハラ・パワハラ研修
	1
	9/25
	主任

	リスクマネージメント研修
	1
	10/3
	職員

	事務員研修
	1
	10/21
	事務員

	看護師研修
	1
	10/23
	看護師･施設長

	階層別ワールドカフェ
	
	複数回
	全員


（3）外部研修
	研修名
	回数
	開催日
	参加者

	東京大集会
	1
	9/12
	施設長

	日進連セミナー
	1
	12/10
	施設長

	経営基礎フォローアップ研修
	1
	2/1
	施設長

	人間力UP研修
	1
	9/16
	主任

	東京都サービス管理者研修
	1
	11/26
	主任

	罪を犯した障害者等の支援ネットワーク
	1
	2/25
	課長


6．保守点検及び修繕報告                                                             
	補修箇所･内容
	金額（円）
	実施日

	浄化槽設備点検保守
	340,848
	1年間

	消防用設備等点検保守
	486,000
	1年間

	雑用水定水位弁交換
	334,800
	6/12

	特殊浴槽撤去
	64,800
	6/22

	食堂蛍光灯安定器交換
	155,520
	9/10

	衣類用大型乾燥機修理
	126,144
	11/11

	ボイラー周り配管改修
	237,600
	12/16

	小便器センサー修繕
	61,560
	12/10


車両保守点検については、常時整備された状態で使用する等、日頃から点検業務に努めた他、職員の安全運転教育を徹底することで事故防止に努めた。
7．固定資産物品・備品購入
　
	購入備品一覧
	金額

	利用者用低床ベッド
	265,345

	床走行リフト
	300,000

	めじろ荘エアコン
	184.140

	空気清浄機（3台）
	346,032

	シャワーキャリー
	98,000

	2階支援室エアコン
	205,200

	1階支援室エアコン
	194,400

	ホームページ開設
	648,000

	厨房用スチームコンベクション
	2,764,800

	業務用ガス式衣類乾燥機
	1,684,800

	合　　計
	6,690,717


8．ボランティア受け入れ
　年間を通じ受け入れを行った。一般ボランティアについては、行事等のイベントで活躍いただいたが、平日の通常利用者支援についても気軽に立ち寄れ、自主自発的なボランティア活動が行えるよう、実践報告や雰囲気作りに努めたい。
	参加団体･行事名等
	活動内容
	人数

	中平マリコ・コンサート（5/6）
	音楽鑑賞
	1

	マンドリンクラブ演奏会（5/18）
	音楽鑑賞
	

	めぐみ祭り（5/30）
	行事運営等
	50

	花かごクラブ（月1回）
	利用者クラブ活動他
	のべ12

	大島海洋国際高校
	利用者日中活動･音楽活動
	

	慶応病院
	体験ボランティア
	4


9．実習生受け入れ
　本年度の受け入れ実績については下表のとおり。新年度も積極的な受け入れを行いたい。
	受入月日
	要請施設・団体
	人数

	5/15
	大島第3中学校（利用者日中活動体験）
	12

	10/21
	藤倉学園
	1

	3/8
	首都大学東京（見学）
	24


10．地域交流行事
（1）地域行事への参加
	月日
	内容
	人数

	7/4
	みんなのレクリエーション（大島町社協主催）
	30

	7月中旬
	大島町南部地区夏祭り（盆踊り等）
	82

	通年（月1回）
	大島ウォーキングクラブ
	36

	8/29-9/13
	アートアイランズ東京2015（国際現代美術展）
	23

	9/6
	ふれあい祭り（大島町社協主催）
	18

	9/13
	敬老会（婦人会差木地地区）
	3

	10/31
	福祉祭り（大島町社協主催）
	10

	11/1
	大島町駅伝大会（職員）
	7

	11/22
	第4回伊豆大島C級グルメ大会（職員）
	10

	1/31
	椿祭りオープニングパレード
	20


（2）地域交流行事
	月日
	行事名
	内容
	人数

	5/30
	めぐみ祭り2015
	アトラクション、各種模擬店、自主製品販売、バザー他
	1,000

	8/29
	開設記念音楽祭
	開設記念として近隣地域の方を招き、音楽会を開催。

第2大島恵の園の20周年記念行事として実施。
	100

	月4回
	配食サービス
	大島社協委託事業として実施。差木地、クダッチ地区の一人暮らし高齢者に月4回の昼食を配食する。利用者と職員が描いた絵手紙が好評を得る。
	140


（3） 施設内行事報告
	月日
	企画
	内容
	人数

	7-8月　12-1月
	期間行事
	夏季、冬季に合わせたレクリエーション行事
	全利用者

	12/19
	クリスマス会
	音楽コンサート等
	全利用者

	通年
	季節行事･レク
	暦の行事（花見、スポーツ等）
	全利用者

	2/7
	故人を偲ぶ会
	施設で亡くなった利用者を偲ぶ
	全利用者


（4） 利用者旅行報告
　利用者から希望を聴取し、身体･健康状況･季節等を配慮した旅行計画を立て、7月から12月にかけ21組42人の旅行(全利用者が1年おきに実施)を実施した。大阪、京都、盛岡等の遠方をはじめ、利用者の実態によっては島内旅行で対応した。今年度も親族との面会を旅程に組み込むなど、本人の個人的な旅行だけでなく親族との面会機会保障等、目的の広がりが昨年度来の検討課題となっている。
11．防災・避難訓練
　
	月日
	訓練内容

	5/22
	職員召集訓練

	7/25
	避難誘導訓練

	11/21
	総合訓練(消火訓練)

	2/26
	職員召集訓練


　当初の年間計画では、月1回の避難訓練を予定していたが、実施に至らなかった。第2大島恵の園は、火山のお膝元にある福祉事業所であるため、日ごろから防災、減災の意識を高く保持する必要があり、特に夜間災害時の職員人数確保と利用者避難は繰り返し行うことにより、利用者が自主的に行動を起こせるように日頃の訓練が必要である。
業者による防災点検（7/9）及び大島町消防本部改修指導（7/21）の点検の結果下記の不備欠陥が指摘されている。防災点検二回目(28年2月)においても同様の指摘があり、一部については、前年度以前から指摘されている事項もあり、利用者の安全確保から早急な改善を実施しなければならない。
【消火器】
表示パネル剥がし
1 住居棟1F　洗濯室前･女子トイレ横･指導員室内
2 住居棟2F　ホール･医務室前･女子トイレ横･衣類庫前
3 管理棟2F　食堂内手前側･食堂内奥側
耐用年数経過(H27.12月)
1 2F　研修室、ボイラー室　

【スプリンクラー設備】
1 高架水槽逆止弁閉止不良（型式；KITZ50A）
2 ポンプ軸受け部のグランドパッキン漏水過多
3 受水槽、呼水槽、高架水槽、給水配管締め切り中。
4 　住居棟2Fの「アラーム弁室」表示標識が不明。
【自火報】
1 管理棟東側、事務所前、通路の煙感知器が不動作。
2 住居棟1Fの総合盤（ホール）赤色表示灯カバーが紛失（ランプなし）
＊型式;松下電工BV963101（1994製）
③火災受信機の「火災復旧」スイッチが故障中。
【火災受信機】
警戒区画不足のため、火災受信機の交換が必要。
【ガス漏れ警報機】
検知器の有効期限（2012年）切れ
1 管理棟2階の調理室内2台
2 居住棟1階の大型洗濯室内1台（不動作）
【誘導灯】
内臓バッテリー容量不足
1 住居棟2F避難口　ホール入り口･洗濯室前
2 管理棟2F避難口　玄関横食堂前　
＊上記3台　型式；三菱3N-23DA　3.6V　2300mAh　1994製
　③住居棟2F避難口　玄関上部
　④管理棟2F避難口　玄関上部
　　　*型式；三菱7N-23AA　7.2V　2300mAh　1992製　1993製
　⑤居住棟1F女子トイレ前　廊下通路灯中型
　　　＊型式；三菱3N-12AB　3.6V　1200mAh　2003製
表示パネル破損〈廊下通路灯〉
1 住居棟2F　ホール階段横　
2 住居棟1F　浴室入り口横・ホール〈増築棟側〉
3 管理棟1F　更衣室横
＊型式；三菱KYH1041　1994製
【自家発電】
前面左側扉の蝶番上部溶接部の外れ
　＊バッテリー用触媒栓の有効期限が2015年9月となっている。型式；古河電池1CP6個
　　

12．給食　         
年間計画に基づき、外部業者（一冨士フードサービス）への調理委託を継続した。温冷配膳車を活用し、適温給食の提供に心がけたほか、ソフト食･軟菜食･刻み食等の食形態を準備し、利用者の咀嚼と嚥下に配慮した食事の提供を行った。選択食は週2回の割合で継続実施した。このほか、クリスマス会や夏冬のレクリエーションに合わせた季節メニューの食事を提供し利用者から好評を得ている。
家族親族向けには、グループごとの会食レクリエーションを実施し、普段なかなか飲食を共にする機会がない利用者にとっては家族との貴重な時間の共有となった。
13．保健  
（1）日常健康管理
日常の利用者健康管理は看護師が中心に行い、利用者健康状態の把握に努めた。大島という環境事情から救急車の到着に30分を要するため、疾病の早期発見に努めた。感染症予防の意識を徹底させるため、職員向けのスタンダードプリコーション研修を実施し、ガウンテクニックの学習を行った。そのためか、本年度のインフルエンザ・ノロウィルス等の感染症罹患報告はまったく無かった。
（2）内科・精神科･皮膚科嘱託医等による往診
　来園日は施設内で、利用者の診察を行った。緊急時あるいは島内での処置が難しい場合は、親族等の協力を得つつ、職員が都内の病院へ付き添いを行った。また、精神科や皮膚科医師による研修は、普段なかなか触れることが出来ない医療ケアーの知識を学ぶ上で非常に有効であった。
　コメディカルとして理学療法士を定期的に招聘し、利用者機能訓練と職員指導を行っていただいた。
　
（3）定期健康診断  
利用者と職員の全員を対象とした健康診断を9月に実施したほか、11月以降に住民健診で必要に応じて利用者のがん検診を行った。その他、ギョウチュウ検査や検便による細菌検査及びＯ-157検査を全利用者対象に行った。歯科検診は近隣の南部歯科に通院し全員が実施した。
  　     　　　　　　　　　　                                                                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   以上
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